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広島市（安佐北区）へ要望書の提出
例年の重要事項である、会員皆様からの基盤整備要望案件を取りまとめ、広島市（安佐北

区）へ要望書を別紙のとおり提出しました。その概要についてご報告いたします。

今年度も、今田市議会議員に場面設定ならびに仲介の労をとっていただき、安佐北区の区

長以下、関係部課長ご列席の席上で要望内容を説明のうえお願いしておきました。

一昨年の広島土砂災害の被災箇所の中で、行政

が既に施工計画に入っているも、現在、未着工の

案件も、新規要望案件として取り上げております。

1．要望書提出日　5月　2日　区政振興課

2．要望内容説明　6月　1日　第3会議室

［区役所］

立岩区長、木村副区長、石井農林建設部長

横山維持補修担当・川崎農林・原地域整備・

武善域起こし推進課長、後藤区政調整課主幹

以上　8名　　　　L

［当　方］

今田市議会議員、佐々木会長、岡田副会長

山田副会長、上長者理事　　　以上　5孝．

［要望案件個別折衝風景］

「ふれあいフェスタ三人」中止

5月29日（日）、6月5日（日）ともに雨に崇られ

中止となりました。何カ月も前から準備に携わられ

た関係各位の残念なお気持ちをお察し、併せてその

事前準備行為に心から感謝いたします。

［要望案件個別説明風景］

3．自治会別要望＆施工状況

27年度施工 ��28年度要望案件 

要望 �施工 �継続 �新規 �合計 

6　区 �2 �2 2 1 �2 �1 1 2 �2 

7　区 �10 ��8 ��－　9 

馬場 睦 8区 9区 10区 �2 6 4 ��2 4 3 ��2 5 5 

11区 市営 12区 13区 �2 ��2 ��－2 

合計 �26 �5 �21 �4 �25 

おくやみ
次の方がお亡くなりになられました。ご生前のお

もかげを偲びつつ、謹んでお悔やみ申しあげます。

・4月24日　8区　関本道春様　90歳
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